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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2025年 6月 13日（金）Ｎo.42 

例 会 第１６００回 通常例会/小杉苑 

ソング：四つのテスト、おぼろ月夜 ソングリーダー：古川賢吾君 

■ 会 長 挨 拶         漆畑雄一郎君 

先週の金曜日に、本年度最後の静岡第 4 グルー

プ会長・幹事会が、ここ小杉苑で開催されました。

どのクラブにおいても、ほとんどの事業や行事が

終了していることもあり、肩の荷が下りた会長・

幹事の皆様と打上げの意味も込めて、酒宴を開か

せていただきました。 

本日は本年度最後の通常例会です。一年間役

員・理事の皆様には大変お世話になりました。渕

脇さんには会計を、佐野さんには大役の会場監督

をお願いしました。年間で 45 回の例会を笠原委

員長に仕切っていただきました。佐野親睦小委員

長には、残念ながら旅行には出席できませんでし

たが、夜間例会では手腕を発揮いただきました。

鈴木委員長には週報を担当いただきました。村松

委員長には財団のセミナーに出席いただきまし

た。私の力不足で会員拡大には至りませんでした

が、小嶋委員長には一年間拡大活動をお願いいた

しました。桑原委員長にはこども食堂の団体を招

いてのいちご狩りを担当いただきました。そして、

私の右腕としてクラブの運営を取り仕切ってい

ただいたのは、中山幹事でした。ここまでこれた

のは、役員・理事の皆様をはじめとする藤枝南ク

ラブ全てのメンバーのご支援、ご協力があったか

らこそです。本当に一年間ありがとうございまし

た。 

最後に一年間、二十四節季・七十二候の紹介に

おつきあいいただきましたが、これが最後です。

6/21 は夏至です。ご存じの通り、一年でいちばん

昼の時間が長くなる頃。この日を境にだんだんと

日が短くなっていきます。アヤメなど夏の花が咲

きはじめ、暑さが増していきます。七十二候は乃

東枯（なつかれくさかるる）、菖蒲華（あやめはな

さく）、半夏生（はんげしょうず）です。 

 

■ 出 席 報 告           小池吉徳君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／49 79.59％ 45／49 91.83％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君〇植田君〇内山君〇数野君〇川口君 

〇小嶋君〇増田君〇松浦君〇村松君〇山田幸君 

(１)メークアップ者 

稲葉俊英君(藤枝) 

 

パーフェクト例会数：                                                       

                                                       

             

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

42 42 0 24 
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■ スマイル B O X        小池吉徳君 

・一年間ありがとうございました。 

               漆畑雄一郎君 

・本日、1600回の例会を迎えることができまし 

た。この例会場で幹事として司会をさせてい 

ただくのも最後となりました。 

  漆畑会長に幹事を指名いただき、経験を積 

むことができました。感謝に堪えません。 

  また、会員の皆様のお力添えで、夜間例会 

を残すのみとなりました。心より感謝申し上 

げます。1年間ありがとうございました。 

                中山恵喜君 

・結婚プレゼントありがとうございます。 

                 森下傑君 

・誕生祝いありがとうございました。旅行の 

みやげと一緒に届けていただき、お礼申し上 

げます。           稲葉俊英君 

・55歳バースデーありがとうございました。 

 20歳からかわりません。    中村博史君 

 

スマイル累計額 ７９０，８９０円 

 

■ 乾 杯 挨 拶              渡邊博文君  

藤枝南ロータリークラブは 1991 年 5 月 28 日に

設立されました 翌月の 6 月 24 日の RI より認

証され翌年の 1 月 17 日に認証伝達式が行われま

した。当クラブの初代会長は富澤静雄様、創立当

時のガバナーは静岡新聞社社長の大石益光様、ス

ポンサークラブは、藤枝ロータリークラブ、特別

代表は小林治助様でした。今現在、34 年が経過し

来年度の鈴木会長の時は、35 周年となります 一

年に 40 回ちょっとの例会が行われますので、10

年弱で 2000 回到達します。会員の皆様が、健康

であることが、第一と考えます。皆様の益々のご

健康と、藤枝南ロータリークラブの益々の発展、

1600 回記念例会を祝い乾杯します 「乾杯」 

 

 

■ 会 員 卓 話                        

中村博史君 

こんにちは。

今回のテーマは

私の仕事という

事なのでご説明

させて頂きま

す。 

私の仕事は、皆

様から呼ばれる「水道屋さん」です。 

水道屋と言いましても、幅が広くて、説明し

きれませんので、給排水衛生、浄化槽工事のご

説明をさせて頂きます。 

私たちの生活に欠かす事できない「水」の供給

と排水を支える重要な工事です。 

*給排水衛生工事とは？ 

建物にきれいな給水を供給し、使用し終わった

排水・汚水を安全に処理、排出する設備を整え

る工事です。 

*給水設備工事について 

建物に水道水・井戸水を引き込むための工事で

す。 一般に上水道（給水）とは、塩素（カル

キ）殺菌した水の事を上水道と呼びます。 

逆に、塩素が入っていない水は上水道と呼びま

せん。 必ず、工事した現場は塩素反応の確認

を致します。 お客様にお願いされて、メータ

ー器の後に浄水器を設置しました所、今の浄水

器の性能が素晴らしいのか、まったく塩素反応

しませんでした。 

給水工事を行うには、工事する場所の自治体

に登録しなければなりません。 私の会社は、

西は浜松市、東は富士市迄、登録しております

ので施工可能です。 それ以上の範囲ですと、

申請、急ぎの対応等、不憫をきたすため、登録

しておりません。 各自治体によってかなりの

特色性あって苦労致します。 申請書、施工方

法、使用材料が各自治体によって様々だからで

す。 この自治体ではよくて、あっちの自治体

ではだめだというものばかりだからです。 

自由化になって統一すると思っていましたがし

ませんでした。 

30 年くらい前は、藤枝市なら藤枝市の水道し
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か工事できませんでしたが、自由化になって、

登録すればそこの自治体の工事ができるように

なりました。 昔は、名義を借りて工事してお

りました。トラックの看板をかくしてびくびく

して工事したことを思い出されます。 焼津市

だったのですが、組合がパトロールしていて逃

げたこともありました。 

また、水道管の種類も 30 年くらい前から大分

変ってきました。 

鉄管、銅管、塩ビ管が当たり前でした。施工

するにも技術を身に着けるまでにかなりの年月

が必要だったのが、ポリブデン・架橋ポリ管等

が主力になり施工性・防食性、耐震性等が高く

なりました。このパイプが出てきた時は感動し

ました。 ハウスメーカーとかは給水管のユニ

ット化をすすめていて、工場でできた製品を、

現場で設置するだけというものもあります。ユ

ニット化することによって製品の安定、作業性

の向上、施工費の改善ができました。 まだま

だこれから新しい製品が出てくることでしょ

う。 

井戸水 井戸工事も私たちは施工しておりま

す。 井戸は大まかに言うと、浅井井戸、深井

戸があります。 浅井戸は鉄管を、約 8m 位迄

打ち込んでポンプでくみ上げる方式です。 

一般に言う井戸はこのタイプです。 

深井戸は、8ｍ以上にボーリングで地中に穴をあ

け、25ｍ位から 40ｍ位迄掘り下げる方式です。

ジェットポンプで吸い上げます。深い為、足土

と比べて比較的良い水が汲み上げられます。こ

のあたりではあまりありませんが、静岡市に

は、場所よって自噴するところもあります。 

逆に、まったくでない場合場所もあり出ても、

金気等水質が悪い場所もたくさんあります。 

自衛隊の基地の近くは、水はあるのですが、

金気が強く、臭いもそうですが、水を貯める

と、水面に膜を張ってしまいます。 

また、区画整理で井戸の場所を 1ｍ移動したいと

いう要望がありました。お客様からは、「良い水

がでるから、ちょっと隣に打ち直しするだけだ

から大丈夫でしょ」と言われ施工しましたが、

今と同じ深さに打ち込んでもまったく水があり

ません。1ｍ横なのに。やはり、井戸は自然で目

に見えない為、難しいといつも感じます。 

*排水設備工事について 

使用済みの排水を排出する設備です。 

ほぼ、塩化ビニル管を使用しております。 

建物の中では、汚水管と雑排水管は分けて排水

しております。 

その、排水先の処理方法が、地域によって異

なっており、大まかには、下水道の区域と、浄

化槽の区域とに別れております。 

*下水区域の場合 

この下水道も上水道と同様で、各自治体の登録

が必要になります。そして、各自治体によって

申請書類、施工方法が異なります。 

下水道管が道路内に整備されておれば、下水道

の使用可能区域です。下水道でも排水方式が 2

パターンあります。分流式と合流式です。 

分流式は、し尿と生活排水のみを下水管につな

げる方式で、雨水は水路や河川に放流させる方

式です。藤枝市また近隣の市町はほぼこの方式

です。合流式は、し尿と生活排水、雨水を下水

管へつなげる方式です。 

この辺ですと、静岡市の駅周辺の市街地がこの

方式の処理です。静岡市の駅周辺市街地は、水

路、側溝が市街地の為御座いません。その為、

雨水も下水に放流させます。 

近頃のゲリラ豪雨で、下水の本管が許容量をオー

バーしてトイレやフロの排水が流れなくなった

り、外の桝の蓋が持ち上がってどこかに流れて行

ってしまったりと、予期せぬ事がおこる場合もご

ざいます。 

*浄化槽区域の場合 

主に、下水道が整備されていない区域の排水処

理の方式です。今は、合併浄化槽しかありませ

んが、30 年前あたりでは、浄化槽といえば単独

浄化槽のことを言っていました。単独浄化槽

は、尿だけを処理する浄化槽です。生活排水は

河川や水路へ直接排水させていました。 

合併浄化槽は、し尿、生活排水（雨水を除く）

を処理する浄化槽です。今は建築基準法で合併

浄化槽のみになりました。 

*合併浄化槽補助金について 

合併浄化槽工事は、補助金が御座います。 

浄化槽の区域でも補助金が出る、出ないがあり

ます。さまざまな条件がありますが、各自治体

よって補助金の金額も様々です。また、浄化槽

の人槽によっても金額違いますし、新築の場

合、改造の場合等でも金額に違いがあります。 

補助金も毎年必ず出るとは限りません。年々縮

小している感じがいたします。政令指令都市の

静岡市、浜松市は新築につきましては、補助金

がでなくなりました。単独浄化槽、汲み取りト
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イレ使用されている方は、補助金を使って合併

浄化槽へ設置替え工事を検討してみてくださ

い。そして地域の水路や川に魚がたくさん泳い

でいて、子供達が綺麗な川で安心で安全に遊べ

るような環境をつくっていけたら素晴らしいな

と思います。 

*以上、水衛生工事についてご紹介させて頂きま

した。 

皆様の生活を支える水の道が、実はこのような

事で成り立っていること、その手助けとして私

どもがお仕事させていただけることが理解して

いただければ幸いです。 

 

 

伊藤彰彦君 

漆畑年度の最終

を飾る会員卓話を

任せられ身の引き

締まる思いをして

おります。 

今年のテーマは

「私の仕事」とい

うテーマと聞いておりますので、少し昔を振り

返りながら私の仕事人生 35 年を簡単にお話しさ

せていただこうと思います。 

 まず、皆さんご存じの通り私の仕事は社会保

険労務士です。いまは、社会保険労務士と言え

ばなんとなくこんな仕事をしているのではと皆

さんもイメージがわくと思います。しかし、私

が独立した平成 2 年ごろはまだ、社会保険労務

士って何するのか知っている人の方が少なかっ

たと思います。実は私が資格を取った昭和 63 年

が社会保険労務士試験の第 20 回に当たります。

国家資格として 20 年程度では絶対数も少なく、

認知度も低いのはやむを得なかったと思いま

す。平成元年に社労士会へ登録したときこの藤

枝で開業者は私を含めて 4 人しかいませんでし

た。特に藤枝市には我々の取り扱い法律を所管

する労働基準監督署や社会保険事務所、公共職

業安定所がありませんでしたから焼津市や島田

市と比べても開業者の少ない市ではありまし

た。 

 一番きつかったのは、私の母の高校時代の同

級生が社会保険事務所に勤めており、私が独立

すると言ったら、「そんな稼げない資格で独立し

ても食べていけないからやめなさい。」と言われ

たその一言に火をつけられて、必ず見返してや

ると誓って独立したことを覚えています。 

 しかし、試験に受かるよりお客さんを 1 件取

ることの難しさをたっぷり味わいました。社会

保険労務士が注目を集めるようになったきっか

けは、多分「消えた年金問題」からだと思いま

す。一躍年金についてマスコミ等に同業者が解

説者として取り上げられるようになり、有名に

なったと思います。あの当時は私も焼津信用金

庫さんから年金相談員の依頼を受け、各店舗で

年金相談をやってきました。 

 また、昭和 63 年の労基法改正から労働関係法

規の改正が続き、労働基準監督署の調査や社会

保険事務所の被保険者資格の確認調査など、企

業が対応を迫られる案件が増えてきたおかげで

私たちの認知度が上がり仕事もお陰様で拡大す

ることができました。今思えば 2 人目の娘が生

まれたばかりで生活を顧みず無謀にも独立をし

て、よくここまでこれたものだと自分自身感心

させられています。 

 現在はペガサスコンサルティンググループと

して、社会保険労務士業務と税理士業務を 18 名

の職員に助けられ切り盛りしています。今後の私

の使命は、顧問先に迷惑が掛からないように次の

後継者に無事にバトンを渡し、隠居していくこと

と考えています。 

 

 

 

例会プログラム

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

6/20(金) 

第 1601回 
最終夜間例会 小杉苑 

6/27（金） 

第 1602 回 
早朝例会  

7/4(金) 

第 1603 回 
会長幹事挨拶 理事会 

7/11(金) 

第 1604 回 
委員長挨拶 小杉苑 
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■ 今週の一言          桑原茂君 

行ったところですが、

私は家業を継ぐ前に

タミヤ模型で営業を

やらせていただいて

いたので、イベント

やセールで全国各地

を回らせてもらいま

した。結果、今までで高知県以外はすべて行った、

通った記憶があります。 

ただ、ここ数年の中では、やはり江﨑直利さん

とその仲間たちで行った非常にディープな珍道

中旅行が印象に残っています。第一弾は、高野山

の宿坊に泊まりました。そして第二弾が青森の恐

山に行き、その中の宿坊に泊まりました。そして、

一番最近は昨年、秋田県の横手市に泊まり、日本

の三大盆踊りと言われる西馬音内盆踊り（にしも

ないぼんおどり）を見てきました。 

いずれも直利さんらしい場所の選択で私では

絶対に行かない場所への旅行です。 

これも直利さんが会長、そして私が幹事というご

縁をいただいて始まった this is the直利旅行

です。 

最後に行きたいところですが、最近また第四弾

が始まりそうな気配ですので、今度はどんなディ

ープなところへ連れて行ってくれるのか楽しみ

にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/杉山茂範君） 

RLIファシリテーター 

委嘱状 


